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　２０１４年、越前市では1人の職員の声から、市民と一緒に「多様な性について考える講演会」を
開催し「LGBTは身近」「市の職員が関心」を持つきっかけとなったことを知りました。
市民に対して平等に行政サービスを執行するため、職員が正しい知識を持ち、必要な対応をす
ることは、公務における全ての業務を考える際に不可欠との考えから、２０１５年から毎年、新採用
職員研修が行われています。
２０１６年から越前市職員組合での性の多様性に関する取り組みが始まり、慶弔規定を改正し、
同性パートナーでも結婚祝い金や死亡弔慰金を支給。さらに全職員研修も始まり、２０２２年から
は会計年度任用職員の研修も行われています。

職員の声からはじまった取り組み

　全国に先駆けて職員採用試験の申し込みから性別欄を削
除し、 以来選挙の投票所入場券から各課の行政文書の性
別欄を順次削除するなど、先進的な取り組みを行なっている
のが福井県越前市です。 ７月８日、日本共産党市議団は市
民協働課ダイバーシティ推進室から取り組みの詳細を聞き、
八千代市にも取り入れられないか研修してきました。

行政手続き見直しに向けた経緯
　越前市では、2017年度から職員採用試験の申し込みから性別欄の削除。 ２０１９年１２月から
申請書等の性別欄の見直しのために調査が始まりました。
　性別欄の見直しは、主に性自認による差別等に基づく困難を抱える方（トランスジェンダー）の
方は、性別を記入することへの抵抗感、見た目との違いから性別を再確認されることに精神的苦
痛を感じることから検討を始めたとのことです。越前市の行政書類で性別欄があるのは２３９件。
市の変更裁量がある１１３件について見直しを検討し７０件を削除しています。
　見直しの検討は職員のとても温かな気持ちが表れています。「なんとなく設けていないか」「必
要であっても他の方法はないか」など本人の負担がない方法を模索し進められていたことがわ
かりました。

人権問題は全てに通じている
　今回の視察では他部署との連携も知りたいと要望を出していましたが、そもそもが職員全体の
認識を高めるために研修が行われ、LGBTQ＋だけでなく高齢者、子どもの人権、外国籍の方々
全てに通じる人権擁護推進事業として越前市が取り組んでいることに改めて、全庁的な取り組
みであることの素晴らしさと市民が大事にされていることを感じました。
　八千代市では制定されていない子ども条例は２０１２年、パートナーシップ宣誓制度
は２０２２年から施行されています。八千代市での実現に向けて日本共産党市議団は
頑張っていきます。

２０２４年７月８日、福井県越前市議会議場にて

行政文書の性別欄を削除、先進市を視察


